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要  旨 
PDPの暗所コントラスト向上のためには、バックグラウンド輝度を下げることが必
要である。現在では、ランプ波形を用いた微弱放電によるリセット波形が広く用いら
れているが、従来のドライバ回路とは別にランプ波形用回路を必要とし、回路コスト
が高くなっている。そこで本研究では、前面パネルの電極と背面パネルの電極間の対
向放電に着目した。この対向放電による発光は、前面パネルのバス電極によって遮ら
れ、輝度を低くすることができる。対向放電を用いたリセット波形を考案し、矩形波
による高コントラスト化を目的とする。 
今回考案した対向放電リセット波形では、走査電極(Y)とアドレス電極(A)にそれぞ
れリセット Y1パルス、リセット D1パルスを印加し対向放電を起こし、その後、幅の
狭いリセット Y2 パルスを印加することで壁電荷を消去する。各リセットパルスの電
圧、印加タイミングの最適化を行い X-Y電極間の面放電を抑制する。さらに、リセッ
ト Y2 パルスで生じていた微弱な面放電を、リセット Y2 パルスと同極性のリセット
X2パルスを同じタイミングで印加することで抑制し輝度を下げることができる。この
ように最適化した波形を Ne+Xe (3.5%)のテストパネルに印加した場合に得られた最小
バックグラウンド輝度は 0.24cd/m2であり、1TVフィールドにリセット期間が 1回であ
る ADS駆動波形を用いた場合でのピーク輝度を測定した結果、1,140cd/m2であったこ
とから、4,750:1の高暗所コントラストを実現した。なお、この値は従来の矩形波リセ
ット波形を用いた場合の 1.8倍であり、ランプリセット波形の 0.7倍であった。 
また、本リセット方式では、リセット Y2 パルス印加時においてアドレス電極を陰
極として用いるために、イオンが蛍光体に衝突し、輝度劣化を増す可能性がある。同
じくアドレス電極が陰極となる 1st-サステインパルスにおける電荷量との比較、従来リ
セット波形における輝度劣化との比較を行い、対向放電リセット波形による劣化特性
を調べた。リセット Y2パルス、1st-サステインパルスにおける放電電流から電荷量を
求めた結果、それぞれ 0.6nC, 1.3nC であり、本方式によるイオン衝突量の増加は少な
いと考えられる。また、テストパネルを 1,000時間発光させた過程での輝度劣化は、従
来リセット波形と差がなく、本リセット方式が PDPの寿命に与える影響は少ないとい
うことが確かめられた。 
 
